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1 問 題 の 背 景  
 
 近 年 ， 世 界 的 な 動 向 と し て ， 従 来 の コ ン テ ン ツ ・ ベ ー ス の 学 力 観 か ら ， コ
ン ピ テ ン シ ー・ベ ー ス の 学 力 観 へ と 大 き な 学 力 観 の 転 換 が 見 ら れ る 。例 え ば ，
奈 須 （ 2017） は こ の コ ン ピ テ ン シ ー ・ ベ ー ス の 学 力 観 へ の 転 換 を 「 教 育 に 関
す る 主 要 な 問 い を 『 何 を 知 っ て い る か 』 か ら 『 何 が で き る か 』 ， よ り 詳 し く
い え ば『 ど の よ う な 問 題 解 決 を 現 に 成 し 遂 げ る か 』へ と 転 換 」（ pp . 36 - 3 7）さ
せ る こ と で あ る と 言 及 し て い る 。  
 こ の コ ン ピ テ ン シ ー ・ ベ ー ス の 学 力 観 に 基 づ く 学 力 の 捉 え 方 と し て ， 例 え
ば ， 中 央 教 育 審 議 会 教 育 課 程 企 画 特 別 部 会 （ 2015） は ， 今 後 児 童 に 育 む べ き
学 力 を ， 以 下 の ３ つ を 柱 と し て 示 し て い る 。  
 
ⅰ）「何を知っているか，何ができるか（個別の知識・技能）」 
ⅱ）「知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等）」 
ⅲ）「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びに向かう力，人間性等）」 
 
*
†
* 武蔵野大学教育学部　　†東京学芸大学教育学部
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 ま た Fadel ,  C . ,  B ia l ik ,  M. ,  & 
Tr i l l ing ,  B .（ 2015） は ， OECD
を は じ め と す る 各 種 機 関 に よ
っ て 構 成 さ れ た 学 力 の 枠 組 み
を 整 理 す る こ と で ，図 １ に あ る
学 力 の ４ つ の 階 層 を 見 出 し た 。 
 こ れ ら の 事 例 が 示 す よ う
に ，コ ン ピ ン テ ン シ ー・ベ ー ス
の 学 力 の 育 成 と は ， 単 に 学 習
の 知 識 ・ 技 能 の み の 獲 得 を 目
指 す の で は な く ， よ り 高 次 の
能 力 や 資 質 を 育 成 す る こ と を
志 向 し て い る と 言 え る 。  
 こ う い っ た 背 景 を 受 け て ，
文 部 科 学 省（ 2017a）が 告 示 し
た 新 し い 小 学 校 学 習 指 導 要 領 で は ，そ の 総 則 に お い て ,前 述 し た ３ つ の 柱 の 育
成 を 偏 り な く 実 現 で き る こ と の 重 要 性 を 示 し た 。ま た 同 時 に 算 数 科 の 目 標 及
び 内 容 も ，全 て こ の ３ つ の 柱 に 対 応 す る 形 で 構 成 さ れ た 。2020 年 度 か ら 全 面
実 施 が 予 定 さ れ て い る こ の 小 学 校 学 習 指 導 要 領 が ，こ の よ う な 構 成 で 示 さ れ
た こ と を 鑑 み て も ， 今 後 ， 育 成 す べ き 学 力 が コ ン ピ テ ン シ ー ・ ベ ー ス で 捉 え
ら れ る と い う 動 向 は ， 一 層 加 速 し て い く も の と 考 え ら れ る 。  
 
 
2 目 的  
 
本 研 究 の 目 的 は ， 今 後 ， 算 数 科 に お い て 育 む こ と が 期 待 さ れ る コ ン ピ テ ン
シ ー・ベ ー ス の 学 力（ 能 力 ，資 質 ）の 具 体 的 な 評 価 項 目 を 開 発 す る こ と で あ る 。 
 １ 問 題 の 背 景 に 示 さ れ た よ う に ，こ れ か ら の 算 数 科 授 業 を デ ザ イ ン し ，実
践 す る こ と で 育 む こ と が 期 待 さ れ る の は ， 算 数 科 固 有 の コ ン テ ン ツ ・ ベ ー ス
の 学 力（ 知 識・技 能 ）だ け で は な く ，コ ン ピ テ ン シ ー・ベ ー ス の 学 力 で あ る 。
そ の た め 本 研 究 で は ， 従 来 の 知 識 ・ 技 能 を 測 定 す る 評 価 項 目 と は 異 な る 算 数
科 で 育 む こ と が 期 待 さ れ る 具 体 的 な 「 能 力 」 ， 「 資 質 」 の 評 価 項 目 を ， 現 職
教 員 を 対 象 に し た 質 問 紙 調 査 法 に よ り 明 ら か に す る 。  
 
 
 
図 １  CCR の 枠 組 み  
Cen t e r  f o r  Cur r i cu l um  Rede s i gn（ 2016） よ り  
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3 方 法  
 
東 京 都 内 で 算 数 科 を 教 科 専 門 と す る 小 学 校 教 員 へ の 質 問 紙 調 査（ 算 数 科 で
育 み た い 「 能 力 」 「 資 質 」 に 関 す る 調 査 ） を 行 っ た 。 具 体 的 に は 彼 ら が 算 数
科 の 授 業 を 実 施 す る 際 に 重 視 す る コ ン ピ テ ン シ ー （ 「 能 力 」 「 資 質 」 ） に つ
い て ， 記 述 式 の 回 答 を 求 め た （ 図 ２ ， ３ ， ４ ） 。  
 
図 ２  算 数 科 で 育 み た い 「 能 力 」 に つ い て の 調 査 説 明 文  
 
図 ３  算 数 科 で 育 み た い 「 資 質 」 に つ い て の 調 査 説 明 文  
 
図 ４  「 能 力 」 と 「 資 質 」 の 関 わ り に つ い て の 調 査 説 明 文  
 
1 .   普 段 ， 先 生 方 が 算 数 科 の 授 業 を 行 う 際 に ， 児 童 ら に ど の よ う な 「 能
力 （ 学 ぶ 力 ）」 を 育 み た い と 考 え ま す か 。  
下 記 の 欄 に ， 思 い つ く ま ま に 箇 条 書 き で ， 5 つ 挙 げ て く だ さ い 。 な
お ， そ れ ぞ れ の 内 容 は 小 学 6 年 生 の 児 童 に 説 明 す る こ と を 前 提 と し た
表 現 を 心 が け て く だ さ い 。  
例 ） 物 事 を 順 序 立 て て 考 え る 力  
2 .   1 で 回 答 し た 「 能 力 （ 学 ぶ 力 ）」 が よ く 身 に 付 い て い る 児 童 を 想 定 し
て く だ さ い 。  
想 定 し た 児 童 は ， ど の よ う な 姿 勢 や 態 度 で 算 数 の 学 習 に 取 り 組 ん で い
ま す か 。  
 下 の 欄 に ， 思 い つ く ま ま に 箇 条 書 き で ， 5 つ 挙 げ て く だ さ い 。  
 
 例 ） わ か ら な い こ と が あ れ ば ， 遠 慮 せ ず に 友 達 や 先 生 に た ず ね る 姿 勢  
3 .   1， 2 で 回 答 し た「 能 力（ 学 ぶ 力 ）」と「 資 質（ 姿 勢 や 態 度 ）」の 間 で ，
特 に 関 わ り が 深 い と 考 え ら れ る も の は ， ど れ と ど れ で す か 。 な お ， 上
の 回 答 欄 の 黒 丸 （ ● ） 同 士 を 線 で 結 ん で く だ さ い 。  
な お ， 一 つ の 黒 丸 （ ● ） か ら 複 数 の 線 を 引 い て も ， 構 い ま せ ん 。  
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 な お ， 本 調 査 で は コ ン ピ テ ン シ ー （ 「 能 力 」 「 資 質 」 ） を 以 下 の よ う に 定
義 し た 。 「 能 力 」 と は 学 習 に 必 要 な 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 」 に 相 当 す
る も の で ， 学 ぶ 力 で あ る 。 一 方 ， 「 資 質 」 と は 学 習 に 取 り 組 む 際 の 「 学 び に
向 か う 力 ・ 人 間 性 等 」 に 相 当 す る も の で ， 学 び に 向 か う 姿 勢 で あ る 。 こ れ ら
は い ず れ も ， 中 央 教 育 審 議 会 教 育 課 程 企 画 特 別 部 会 （ 2015） が 示 し た 「 育 成
す べ き 資 質 ・ 能 力 の ３ つ の 柱 」 を 背 景 と し た 定 義 で あ る 。 こ れ は 調 査 の 対 象
と な る 東 京 都 内 の 小 学 校 教 員 に と っ て ，小 学 校 学 習 指 導 要 領 と の 関 わ り か ら
定 義 す る こ と が ， 「 能 力 」 や 「 資 質 」 の 意 味 す る 内 容 の 理 解 を 得 ら れ る も の
と 判 断 し た た め で あ る 。  
 
3.1 調 査 対 象  
東 京 都 公 立 小 学 校 ，国 立 大 学 法 人 附 属 小 学 校 ，私 立 小 学 校 に 勤 務 す る 教 員 ，
計 19 名 で あ っ た 。  
 
3.2 調 査 日 時 と 場 所  
平 成 29 年 6 月 20 日（ 火 ）及 び 6 月 29 日（ 木 ）。い ず れ も ，東 京 学 芸 大 学
附 属 小 金 井 小 学 校 （ 本 論 文 の 第 一 著 者 の 前 任 校 ） の 会 議 室 で 実 施 し た 。  
 
3.3 手 続 き 
ま ず ， 調 査 対 象 に 対 し て ， 調 査 者 （ 本 論 文 の 第 一 著 者 ） が ３ つ の 調 査 説 明
文 の 意 図 を 説 明 し ，い ず れ も 15 分 程 度 の 回 答 時 間 を 設 け て 調 査 を 実 施 す る 。
３ つ の 調 査 説 明 文 と は ， 図 2， 3， 4 に 示 し た も の で あ り ， そ れ ぞ れ の 回 答 者
が 考 え る 「 算 数 科 で 育 み た い 能 力 」 ， 「 算 数 科 で 育 み た い 資 質 」 ， 「 能 力 と
資 質 の 関 連 」 を 問 う こ と を 意 図 し て い る 。  
 次 に ， 調 査 の 回 答 結 果 か ら 得 ら れ る 項 目 の 精 選 を 行 う 。 算 数 科 を 専 門 と す
る 小 学 校 教 員 と 教 育 心 理 学 を 専 門 と す る 大 学 教 員 が ，「 能 力 」 を 問 う 質 問 の
回 答 ， 及 び 「 資 質 」 を 問 う 質 問 の 回 答 を KJ 法 に よ る 手 続 き で 分 類 す る 。 な
お ， こ の 手 続 き の 際 に は 児 童 の 発 達 段 階 を 考 慮 し て ， 低 学 年 ・ 中 学 年 ・ 高 学
年 の ３ つ の 学 年 ブ ロ ッ ク ご と に 分 類 を 行 う 。  
 そ し て ， 算 数 科 で 育 む こ と が 期 待 さ れ る 「 能 力 」 の 項 目 と 「 資 質 」 の 項 目
の 関 連 を 図 り ，算 数 科 で 育 成 す る こ と が 期 待 さ れ る 児 童 像 モ デ ル の 検 討 を 行
う 。 前 述 の KJ 法 に よ っ て 精 選 さ れ た 「 能 力 」 の 項 目 と 「 資 質 」 の 項 目 の う
ち ， 「 能 力 と 資 質 の 関 連 」 を 問 う 調 査 説 明 文 で 得 ら れ た 回 答 を 参 考 に ， 関 連
が 認 め ら れ る 項 目 の 選 定 を 行 う 。  
 最 後 に ， 関 連 が 認 め ら れ る 項 目 間 の 背 景 に あ る と 考 え ら れ る 「 算 数 科 で 育
成 す る こ と が 期 待 さ れ る 児 童 像 」 の モ デ ル 構 築 を 行 う 。  
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4 結 果  
 
質 問 紙 調 査 の 結 果 ， 得 ら れ た 回 答 数 は ， 「 能 力 」 に 関 す る 回 答 が 95 項 目 ，
ま た 「 資 質 」 に 関 す る 回 答 が 95 項 目 で あ っ た 。  
 
4.1 「 能 力 」 の 精 選  
「 能 力 」に 関 す る 調 査 の 回 答 95 項 目 を 基 に KJ 法 に よ る 分 類 を 実 施 し た 結
果 ，小 項 目 と し て 10 個 の 評 価 項 目 が 精 選 さ れ た 。ま た ，さ ら に 小 項 目 間 で 関
連 が 深 い と 考 え ら れ る 「 能 力 」 を ま と め る こ と で ， 大 項 目 と し て 6 個 の 評 価
項 目 が 精 選 さ れ た （ 表 １ ） 。  
 
表 1 算 数 科 で 育 む こ と が 期 待 さ れ る 「 能 力 」 項 目  
大 項 目  小 項 目  低 学 年  中 学 年  高 学 年  
予見力 
問いを立てる力 疑問に気づく力 
疑問から問いを立て
る力 
疑問から,本時の学び
に活かされる問いを
立てる力 
見通しをもつ力 
問題解決の過程や答
えが「どうなるか
な」と予想する力 
問題解決の過程や答
えの見通しを持つ力 
問題解決の過程や答
えの見通しを持ち,よ
りよい解決方法を試
す力 
思考力 
経験や既習に基
づいて考える力 
自分の経験や学習し
たことをもとに,根拠
や理由を考える力 
自分たちの経験や学
習したことをもとに
根拠や理由を考えて,
問題の解決方法を考
える力 
経験や学習したこと
をもとに,問題のより
よい解決方法を考え
る力 
多様な方法に基
づいて考える力 
自分で様々な解決方
法を考える力 
自分の様々な解決方
法の中から,よりよい
方法を考える力 
自分や友だちの解決
方法の中から,よりよ
い方法を考える力 
表現力 
経験や既習に基
づく表現力 
自分の経験や学習し
たことをもとに,根拠
や理由を表現する力 
自分たちの経験や学
習したことをもとに,
根拠や理由を表現す
る力 
経験や学習したことを
もとに,根拠や理由を
正確に表現する力 
算数的メディア
を用いた表現力 
自分の考えを言葉・
図・式等に表現する
力 
自分の考えを筋道立
てて,言葉・図・式等
に表現する力 
自分の考えを筋道立て
て,友だちに分かりや
すく,言葉・図・式等
に表現する力 
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比較力 
自他の考えを比
べる力 
自分や友だちの考え
を比べる力 
自分や友だちの考え
を比べて,共通点や相
違点を見出す力 
自分や友だちの考え
を比べて,共通点や相
違点を見出し,考えの
よさに気づく力 
省察力 
統合的・発展的
に捉える力 
共通の観点を見出し
て,学習をまとめる力 
学習のまとめを,他の
場面にも適用できる
よう広げる力 
学習のまとめを,一般
的に適用できるよう
広げる力 
簡潔・明確にす
る力 
より簡単にできる方
法を考える力 
より簡単で整った方
法を考える力 
目的に合わせつつ，
より簡単で整ってい
る方法を考える力 
活用力 
学んだことを活
用する力 
学んだことを身の回
りで活用する力 
学んだことを身の回
りや他教科等で活用
する力 
学んだことを活用し
つつ,批判的に検討す
る力 
 
 例えば，大項目「予見力」小項目「問いを立てる力」の中学年ブロック「疑問から問
いを立てる力」は以下，表２のような質問紙調査の回答に基づいて観点として名付けた。 
 ま た ， 質 問 紙 調 査 回 答 の 分 類 の み で は 低 学 年 ・ 中 学 年 ・ 高 学 年 の ブ ロ ッ ク
間 で の 発 達 段 階 の 差 異 を 表 せ な か っ た 項 目 に つ い て は ， 中 島 （ 2015） 及 び 文
部 科 学 省（ 2017b）を 参 考 に 項 目 の 文 言 を 補 っ た 。な お「 能 力 」を 問 う 質 問 に
対 す る 回 答 の 中 で ， 明 ら か に 「 資 質 」 と の 関 連 が 深 い と 考 え ら れ る も の は ，
4 . 2  「 資 質 」の 精 選 に お い て 取 り 扱 っ た 。「 能 力 」を 問 う 質 問 に 対 す る 回 答
の 中 で 「 資 質 」 と 関 連 が 深 い と 考 え ら れ る も の と は ， 例 え ば 「 試 行 錯 誤 し な
が ら 粘 り 強 く 取 り 組 む （ 国 立 ３ 年 生 担 任 ） 」 や 「 成 長 し た い と 思 う 意 欲 （ 国
立 ３ 年 生 担 任 ） 」 な ど で あ っ た 。  
 
表 2 「 問 い を 立 て る 力 」 中 学 年 ブ ロ ッ ク  
疑 問 か ら 問 い を 立 て る 力  
自 ら 問 い を 立 て ら れ る 力  公 立 ３ 年 生 担 任  
自 分 で 課 題 を 見 つ け る 力  公 立 ６ 年 生 担 任  
自 分 で 問 い を 見 つ け る （ も つ ） 力  国 立 ３ 年 生 担 任  
 
4.2 「 資 質 」 の 精 選  
「 資 質 」に 関 す る 調 査 の 回 答 95 項 目 を 基 に KJ 法 に よ る 分 類 を 実 施 し た 結
果 ， 小 項 目 で ７ 個 の 評 価 項 目 が 精 選 さ れ た 。 ま た ， さ ら に 小 項 目 間 で 関 連 が
深 い と 考 え ら れ る 「 資 質 」 を ま と め る こ と で ， 大 項 目 と し て ６ 個 の 評 価 項 目
を 精 選 さ れ た （ 表 ３ ） 。  
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表 3 算 数 科 で 育 む こ と が 期 待 さ れ る 「 資 質 」 項 目  
大 項 目  小 項 目  低 学 年  中 学 年  高 学 年  
誠実さ 知的な誠実さ 
疑問を表そうとする
姿勢  
疑問を整理して表そ
うとする姿勢 
疑問を整理して表し ,学
びに活かそうとする姿
勢 
追究心 創造的な追究心 
学ぶことを楽しもうと
する姿勢 
学んだことから ,より
よい考えや ,似ている
考えにつなげようと
する姿勢 
学んだことを ,批判的に
検討したり ,発展的に考
えようとする姿勢 
粘り強さ 粘り強さ 
粘り強く考えようとす
る姿勢 
粘り強く考えたこ
とを表そうとする
姿勢  
粘り強く考えたことを
学びに活かそうとする
姿勢 
自発性 自分の考えの表出 
自分で考えようとする
姿勢 
自分の考えを表そう
とする姿勢 
自分の考えを表し ,学
びに活かそうとする
姿勢  
受容性 友だちの考えの受容 
友だちの考えを聞こう
とする姿勢 
友だちの考えのよ
さに気づこうとす
る姿勢  
友だちの考えのよさを ,
学びに活かそうとする
姿勢 
自己調整 
目標に基づく学習の
調整 
本時の学習の目標を考
えようとする姿勢 
本時の学習に適切な
目標を考えようとす
る姿勢 
本時の学習の目標を ,学
びに活かそうとする姿
勢 
ふり返りに基づく学
習の調整 
本時の学習をふり返ろ
うとする姿勢 
本時の学習をふり返
り ,そのよさに気づこ
うとする姿勢 
本時の学習のふり返り
で気づいたよさを ,次の
学びに活かそうとする
姿勢 
 
 例 え ば ， 大 項 目 「 誠 実 さ 」 小 項 目 「 知 的 な 誠 実 さ 」 の 中 学 年 ブ ロ ッ ク 「 疑
問 を 整 理 し て 表 そ う と す る 姿 勢 」 は 以 下 の 表 ４ の よ う な ， 質 問 紙 調 査 の 回 答
に 基 づ い て 観 点 を 名 付 け た 。  
 
表 4 「 知 的 な 誠 実 さ 」 中 学 年 ブ ロ ッ ク  
疑 問 を 整 理 し て 表 そ う と す る 姿 勢  
考 え た こ と を 書 い た り つ ぶ や い た り し て い る  公 立 ６ 年 生 担 任  
ノ ー ト に 式 や 答 え だ け で な く ,言 葉 な ど も 使 っ て
45 分 間 の 自 分 を 表 現 す る  
公 立 ６ 年 生 担 任  
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わ か ら な い こ と は ,み ん な の 前 で わ か ら な い と 言
え る 姿 勢  
私 立 ３ 年 生 担 任  
疑 問 に 思 っ た こ と や ,気 づ い た こ と を 発 言 す る  公 立 ３ 年 生 担 任  
こ れ は 何 だ ろ う ？ と 聞 い て く る 子  公 立 ２ 年 生 担 任  
 
 4 . 1  「 能 力 」 の 精 選 と 同 様 に ， 質 問 紙 調 査 回 答 の 分 類 の み で は 低 学 年 ・ 中
学 年 ・ 高 学 年 の ブ ロ ッ ク 間 で の 発 達 段 階 の 差 異 を 表 せ な か っ た 項 目 に つ い て
は ， 同 様 に 中 島 （ 2015） 及 び 文 部 科 学 省 （ 2017b） を 参 考 に 項 目 の 文 言 を 補 っ
た 。  
 ま た 「 資 質 」 を 問 う 質 問 に 対 す る 回 答 の 中 で ， 明 ら か に 「 能 力 」 と の 関 連
が 深 い と 考 え ら れ る も の は ，4 . 1  「 能 力 」 の 精 選 に お い て 取 り 扱 っ た 。「 資
質 」 を 問 う 質 問 に 対 す る 回 答 の 中 で 「 能 力 」 と 関 連 が 深 い と 考 え ら れ る も の
と は ， 例 え ば 「 正 確 な 言 葉 を 使 っ て 筋 道 立 て て 説 明 し て い る （ 公 立 6 年 生 担
任 ） 」 や 「 答 え が い く つ ぐ ら い に な る か 予 想 し て い る （ 公 立 6 年 生 担 任 ） 」
な ど で あ っ た 。  
 
4.3 「 能 力 」 と「 資 質 」 を 媒 介 する 児 童 像 モデル 
 4 . 1  「 能 力 」 の 精 選 及 び 4 . 2  「 資 質 」 の 精 選 を 通 じ て ， 先 述 の よ う に
算 数 科 に お い て 育 成 す る こ と が 期 待 さ れ る「 能 力 」の 評 価 項 目（ 10 項 目 ）及
び 「 資 質 」 の 評 価 項 目 （ 7 項 目 ） が 得 ら れ た 。  
 図 ４ で 示 し た 調 査 質 問 文 の 3 番 で は「 能 力 」「 資 質 」の そ れ ぞ れ の 関 連 を 問
い ， 回 答 者 は 関 連 が 深 い と 考 え ら れ る 項 目 同 士 を 図 5 の よ う に 線 で つ な い だ 。 
 
 
図 5 「 能 力 」 と 「 資 質 」 の 関 連 を 示 す 回 答 例  
 
 こ の 回 答 を 基 に し て ， 「 能 力 」 と 「 資 質 」 を 媒 介 す る と 想 定 さ れ る 「 児 童
像 」 を 検 討 し ， 「 能 力 」 と 「 資 質 」 ， 「 児 童 像 」 の 関 連 モ デ ル を 構 築 し た 。  
 例 え ば ， 図 5 に 示 し た 回 答 者 は 「 わ か っ て い る こ と を 根 拠 と し て 未 知 の こ
と を 説 明 し よ う と す る 力 」 （ ＝ 能 力 ） か ら ， 「 わ か っ て い る こ と は 何 か を 見
直 し ， そ れ を も と に 説 明 し ， 自 分 が 納 得 す る ま で 考 え よ う と す る 姿 勢 」 （ ＝
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資 質 ） と 「 粘 り 強 く 物 事 に 取 り 組 も う と す る 姿 勢 」 （ ＝ 資 質 ） に 関 連 を 示 す
線 を つ な い だ 。  
 こ の 回 答 者 が 示 し た「 わ か っ て い る こ と を 根 拠 と し て 未 知 の こ と を 説 明 し
よ う と す る 力 」 は ， 前 々 節 の 分 類 の 結 果 ， 「 能 力 」 の 小 項 目 「 経 験 や 既 習 に
基 づ く 表 現 力 」 に 分 類 さ れ た 。 同 様 に こ の 回 答 者 の 「 わ か っ て い る こ と は 何
か を 見 直 し ，そ れ を も と に 説 明 し ，自 分 が 納 得 す る ま で 考 え よ う と す る 姿 勢 」
及 び 「 粘 り 強 く 物 事 に 取 り 組 も う と す る 姿 勢 」 と い う 回 答 は そ れ ぞ れ ， 前 節
で の 分 類 の 結 果 ， 「 資 質 」 の 小 項 目 「 粘 り 強 さ 」 に 分 類 さ れ た 。  
 す な わ ち ， こ れ ら の 回 答 か ら 「 能 力 」 の 小 項 目 「 経 験 や 既 習 に 基 づ く 表 現
力 」 と 「 資 質 」 の 小 項 目 「 粘 り 強 さ 」 に 関 連 が あ る と 解 釈 を 行 っ た 。  
 以 上 の よ う な 手 続 き を 通 じ て ， そ れ ぞ れ の 回 答 者 に お け る 「 能 力 」 と 「 資
質 」の 関 連 を 確 認 し ，KJ 法 に よ っ て 精 選 さ れ た 項 目 に お い て ，ど の 項 目 間 の
関 連 が 数 多 く 示 唆 さ れ る か を 分 類 し た 。 そ の 結 果 ， 以 下 の 4 つ の 児 童 像 モ デ
ル を 見 出 し た 。  
 第 一 の 児 童 像 が 「 問 い や 見 通 し を も つ 子 」 で あ っ た 。 「 能 力 」 の 評 価 項 目
「 問 い を 立 て る 力 」 及 び 「 見 通 し を 持 つ 力 」 と ， 「 資 質 」 の 評 価 項 目 「 知 的
な 誠 実 さ 」 及 び 「 目 標 に 基 づ く 調 整 」 の 関 連 を 示 唆 す る 回 答 数 が 多 い こ と か
ら ， こ の 児 童 像 モ デ ル を 構 築 し た （ 図 6） 。  
 
 
 
図 6 「 問 い や 見 通 し を も つ 子 」 モ デ ル  
 
 第 二 の 児 童 像 が 「 既 習 か ら 新 た な 学 び を 創 造 す る 子 」 で あ っ た 。 「 能 力 」
の 評 価 項 目「 既 習 や 経 験 を 基 に 考 え る 力 」及 び「 経 験 や 既 習 に 基 づ く 表 現 力 」
と ， 「 資 質 」 の 評 価 項 目 「 粘 り 強 さ 」 及 び 「 創 造 的 な 追 究 心 」 の 関 連 を 示 唆
す る 回 答 数 が 多 い こ と か ら ， こ の 児 童 像 モ デ ル を 構 築 し た （ 図 7） 。  
 
問いや見通しをもつ子
問いを立てる力 見通しをもつ力
目標に基づく学習の調整知的な誠実さ
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図 7  「 既 習 か ら 新 た な 学 び を 創 造 す る 子 」 モ デ ル  
 
 第 三 の 児 童 像 が 「 関 り か ら 新 た な 学 び を 創 造 す る 子 」 で あ っ た 。 「 能 力 」
の 評 価 項 目 「 自 他 の 考 え を 比 べ る 力 」 及 び 「 多 様 な 方 法 を 基 に 考 え る 力 」 ，
「 算 数 的 メ デ ィ ア を 用 い た 表 現 力 」 と ， 「 資 質 」 の 評 価 項 目 「 自 分 の 考 え の
表 出 」及 び「 友 だ ち の 考 え の 受 容 」の 関 連 を 示 唆 す る 回 答 数 が 多 い こ と か ら ，
こ の 児 童 像 モ デ ル を 構 築 し た （ 図 8） 。  
 
 
図 8  「 既 習 か ら 新 た な 学 び を 創 造 す る 子 」 モ デ ル  
 
 第 四 の 児 童 像 が 「 学 び を よ り よ く ふ り 返 る 子 」 で あ っ た 。 「 能 力 」 の 評 価
項 目 「 簡 潔 ・ 明 確 に す る 力 」 及 び 「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 捉 え る 力 」 ， 「 学 ん だ
こ と を 活 用 す る 力 」 と ， 「 資 質 」 の 評 価 項 目 「 創 造 的 な 追 究 心 」 及 び 「 ふ り
返 り に 基 づ く 学 習 の 調 整 」 の 関 連 を 示 唆 す る 回 答 数 が 多 い こ と か ら ， こ の 児
童 像 モ デ ル を 構 築 し た （ 図 9） 。  
既習から新たな学びを創造する子
既習や経験を基に考える力 既習や経験に基づく表現力
創造的な追究心粘り強さ
関りから新たな学びを創造する子
自他の考えを比べる力
多様な方法を基に考える力
算数的メディアを用いた
表現力
自分の考えの表出 友だちの考えの受容
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図 9 「 学 び を よ り よ く ふ り 返 る 子 」 モ デ ル  
 
 
5 考 察  
 
 本 研 究 の 目 的 は ，こ れ か ら 求 め ら れ る 算 数 科 授 業 を 通 し 育 む こ と が 期 待 さ
れ る コ ン ピ テ ン シ ー ・ ベ ー ス の 学 力 （ 能 力 ， 資 質 ） の 具 体 的 な 様 相 を 明 ら か
に す る こ と で あ っ た 。  
 4 . 1  「 能 力 」 の 精 選 で は 全 10 項 目 の「 能 力 」の 評 価 項 目（ 小 項 目 ）が 精
選 さ れ た 。 こ の こ と か ら ， 本 研 究 の 調 査 対 象 と な っ た 教 員 が ， 算 数 科 で 育 む
こ と を 期 待 す る 「 能 力 」 の 学 力 観 を あ る 程 度 ， 共 通 し て 保 持 し て い た こ と と
考 え ら れ る  
 得 ら れ た 10 項 目 の 中 に は ，例 え ば「 多 く の 知 識 を 暗 記 す る 力 」や「 速 く 計
算 で き る 力 」 の よ う な 知 識 ・ 技 能 面 （ コ ン テ ン ツ ・ ベ ー ス の 学 力 ） を 示 唆 す
る 項 目 は 現 れ な か っ た 。  
 ま た ， 得 ら れ た 「 能 力 」 の 評 価 項 目 の 中 で は ， 「 経 験 や 既 習 に 基 づ い て 考
え る 力 」及 び「 経 験 や 既 習 に 基 づ く 表 現 力 」と い う 2 項 目 に ，「 経 験 や 既 習 」
と い う 文 言 が 共 通 し て い た 。 ま た ， こ れ ら の 項 目 は ， 他 の 項 目 と 比 べ て ， 多
く の 回 答 か ら 構 成 さ れ て い た 。  
 一 方 ， 「 能 力 」 の 評 価 項 目 の 中 で 「 学 ん だ こ と を 活 用 す る 力 」 を 構 成 す る
回 答 は ， 他 の 項 目 と 比 べ て ， 少 な い 回 答 数 か ら 構 成 さ れ て い た 。  
 こ れ ら の こ と か ら ， 以 下 の 3 点 が 推 察 さ れ た 。  
 第 一 に ， 算 数 科 を 専 門 と す る 教 員 の 間 で は ， 算 数 科 に お い て 育 ま れ る べ き
「 能 力 」 が ， 従 来 の コ ン テ ン ツ ・ ベ ー ス の 学 力 と は 異 な る も の と し て 認 識 さ
れ て い る 可 能 性 で あ っ た 。  
学びをよりよくふり返る子
学んだことを活用する力
統合的・発展的に捉える力
ふり返りに基づく学習の調整創造的な追究心
簡潔・明確にする力
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 第 二 に ， 算 数 科 で 育 む こ と が 期 待 さ れ る 「 能 力 」 と し て ， 調 査 対 象 の 教 員
は 「 経 験 や 既 習 」 か ら 根 拠 や 理 由 を 説 明 し た り ， そ れ ら を 表 現 し た り す る こ
と を 重 視 し て い る 傾 向 で あ っ た 。 こ の こ と は ， 既 習 事 項 か ら 新 た な 知 識 を 構
成 す る こ と が 可 能 な ， 算 数 科 の 教 科 特 性 に 由 来 す る も の と 考 え ら れ る 。  
 第 三 に ， 算 数 科 を 専 門 と す る 教 員 に と っ て 「 学 ん だ こ と を 活 用 す る 力 」 が
相 対 的 に ， 意 識 さ れ に く い 傾 向 で あ っ た 。  
 4 . 2  「 資 質 」 の 精 選 で は 全 ７ 項 目 の 「 資 質 」 の 評 価 項 目 （ 小 項 目 ） が 精
選 さ れ た 。 こ の こ と か ら も ， 本 研 究 の 調 査 対 象 と な っ た 教 員 が ， 算 数 科 で 育
む こ と を 期 待 す る 「 資 質 」 の 学 力 観 を あ る 程 度 ， 共 通 し て 保 持 し て い た こ と
と 考 え ら れ る 。  
 た だ し ， 表 3 に 示 し た 「 資 質 」 の ７ つ の 評 価 項 目 は い ず れ も ， 他 教 科 で も
用 い ら れ う る 汎 用 的 な 項 目 が 多 か っ た 。 例 え ば ， 「 粘 り 強 さ 」 な ど は 他 教 科
で も 必 要 と さ れ る 資 質 で あ る だ ろ う 。  
 こ の こ と は ，文 部 科 学 省（ 2017a）が ，算 数 科 の 学 習 指 導 要 領 に お い て「 知
識 ・ 技 能 」 と 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 」 の 水 準 は ， 学 年 段 階 に 応 じ て 細
か く 構 成 し た 一 方 で ， 「 学 び に 向 か う 人 間 性 等 」 の 水 準 は ， 大 枠 の 目 標 の み
の 標 記 に 留 め た こ と と も 整 合 性 が 取 れ て い る 。  
 こ れ ら の こ と か ら ， 「 資 質 」 の 評 価 項 目 に つ い て は ， 算 数 科 特 有 の も の と
し て 捉 え る よ り ，他 教 科 と も 共 有 さ れ る も の と し て 捉 え る こ と が 妥 当 で あ る
可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
 4 . 3  「 能 力 」 と 「 資 質 」 を 媒 介 す る 児 童 像 モ デ ル で は ，４ つ の 児 童 像 モ
デ ル を 構 築 し た 。  
 こ れ ら ４ つ の 児 童 像 モ デ ル は 算 数 科 の 学 習 過 程 に 対 応 し た も の と し て ，循
環 的 に 把 握 す る こ と が 可 能 で あ る 。 算 数 ・ 数 学 教 育 に お い て 近 年 ， 諸 外 国 か
ら 注 目 を 浴 び る 「 問 題 解 決 型 授 業 」 の 授 業 過 程 と ， ４ つ の 児 童 像 モ デ ル と の
対 応 関 係 を 考 察 す る 。  
 問 題 解 決 型 授 業 と は ， 藤 村 （ 2012） に よ れ ば ， 以 下 の ① ～ ④ の 学 習 過 程 を
経 る 授 業 で あ る（ p . 11 7）。① ま ず 多 様 な 解 法 が 想 定 さ れ る 問 題 を 提 示 し て も
問 題 場 面 を 理 解 さ せ （ 問 題 把 握 ） ， ② そ れ に 対 し て 子 ど も 一 人 ひ と り が 個 別
解 決 を 行 い（ 自 力 解 決 ），③ 学 級 全 体 で そ れ ら の 解 決 の 発 表 を 手 が か り に「 よ
り よ い 解 決 」 へ と 練 り 上 げ て （ 練 り 上 げ ） ， ④ 教 師 に よ る ま と め が な さ れ る
（ ま と め ） 。  
 こ の 問 題 解 決 型 授 業 と ，本 研 究 で 提 示 し た 児 童 像 モ デ ル を 対 応 さ せ た 図 が
図 10 で あ る 。  
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図 10  児 童 像 モ デ ル と 問 題 解 決 型 授 業 の 学 習 過 程 と の 対 応  
 
 た だ し ，藤 村 が 提 示 し た 問 題 解 決 型 授 業 の 過 程 と ，本 研 究 で 構 築 し た 児 童 像
モ デ ル に は 相 違 点 が み ら れ た 。典 型 的 な 問 題 解 決 型 授 業 と し て 藤 村 は ，「 ① ま
ず 多 様 な 解 法 が 想 定 さ れ る 問 題 を 提 示 し て 問 題 場 面 を 理 解 さ せ（ 下 線 は ，本 論
文 の 第 一 著 者 に よ る ）」と 述 べ た が ，本 研 究 で 構 築 し た 児 童 像 モ デ ル で は ，児
童 自 身 が 問 い を 立 て ，見 通 し を も つ こ と が 期 待 さ れ て い る 。ま た ，問 題 解 決 型
授 業 の ④ に つ い て も 同 様 に「 ④ 教 師 に よ る ま と め が な さ れ る（ 下 線 は ，本 論 文
の 第 一 著 者 に よ る ）」の で は な く ，児 童 自 身 が 発 展 的・統 合 的 に 学 習 を 広 げ た
り ， 次 の 学 習 に つ な が る ふ り 返 り を 行 っ た り す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。  
 こ れ ら の 相 違 点 か ら ，算 数 科 で 育 ま れ る べ き コ ン ピ テ ン シ ー と し て の 児 童
像 は ， 形 式 的 な 問 題 解 決 型 授 業 と は 異 な り ， い わ ゆ る 自 己 調 整 学 習 に 重 な る
自 律 性 を 基 盤 と し て い る 可 能 性 が 示 さ れ た 。  
 
5.1 成 果  
 本 研 究 の 成 果 と し て 以 下 の 二 点 を 挙 げ る 。  
 第 一 に ，コ ン ピ テ ン シ ー ・ベ ー ス の 学 力 と し て「 能 力 」の 10 項 目 と ，「 資
質 」 の ７ 項 目 の 精 選 で あ っ た 。 特 に 「 能 力 」 に つ い て は ， 算 数 科 特 有 の 「 既
習 や 経 験 」 に 基 づ く 能 力 の 育 成 が 重 視 さ れ て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。  
 第 二 に ， コ ン ピ テ ン シ ー ・ ベ ー ス の 学 力 を ， 独 立 し た 項 目 と し て 捉 え る の
で は な く ，児 童 像 モ デ ル を 中 心 に 学 習 過 程 と 対 応 し た も の と し て 総 合 的 に 捉
え た 点 で あ っ た 。 石 井 （ 2011） は ， 算 数 科 で の 学 習 過 程 に お け る 形 式 的 な 形
問いや見通しをも
つ子
既習から新たな学
びを創造する子
関りから新たな学
びを創造する子
学びをよりよくふ
り返る子
① 問 題 把 握  
② 自 力 解 決  
③ 練 り 上 げ  
④ ま と め  
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成 的 評 価 に つ い て は ，判 断 規 準 の 定 式 化 や 証 拠 の 提 示 を 求 め る こ と に つ な が
り か ね な い こ と に つ い て 懸 念 を 示 し て い る 。 そ の た め ， 本 研 究 に お い て 評 価
項 目 を 独 立 し た も の と し て 認 識 す る の で は な く ，こ れ ら の 対 応 関 係 を 示 す こ
と に よ っ て ，学 習 過 程 に お け る 能 力 や 資 質 の 形 成 的 評 価 に 関 す る 有 用 な 視 点
を 提 供 で き た 。  
 
5.2 課 題  
 一 方 ， 本 研 究 の 課 題 と し て ， 以 下 の 二 点 を 挙 げ る 。  
 第 一 に ，本 研 究 の 示 し た「 能 力 」「 資 質 」の 評 価 項 目 と ，算 数 科 の 教 科 内 容
と の 関 連 の 検 討 で あ る 。  
 例 え ば ，文 部 科 学 省（ 2017b）が 示 し た「 小 学 校 算 数 科 を 通 し た 資 質・能 力 」
は ，算 数 科 の 領 域 や 内 容 と の 関 り に お い て ，育 成 が 期 待 さ れ る 資 質・能 力 が 示
さ れ て い る 。し た が っ て ，本 研 究 が 示 し た「 能 力 」「 資 質 」の 評 価 項 目 と ，小
学 校 学 習 指 導 要 領 に お け る 資 質 ・ 能 力 の 対 応 や 関 連 に つ い て の 検 討 が 課 題 で
あ る と 言 え る 。  
 例 え ば ，本 研 究 で 見 出 し た「 能 力 」の 評 価 項 目「 既 習 や 経 験 を 基 に 考 え る 力 」
を 顕 在 化 さ せ ，育 成 す る こ と を 期 待 す る の で あ れ ば ，算 数 科 の ど の 領 域 や 内 容
と の 関 わ り に お い て 経 験 さ れ る こ と が 適 し て い る の か を 検 討 し な け れ ば な ら
な い 。  
 第 二 に ，本 研 究 の 示 し た「 能 力 」「 資 質 」の 評 価 項 目 の 妥 当 性 の 検 討 で あ る 。 
 こ れ ま で に も ，コ ン ピ テ ン シ ー・ベ ー ス の 学 力 と は 異 な る ニ ュ ア ン ス で は あ
る も の の ，知 識・技 能 と は 異 な る 水 準 で ，算 数 科 で 育 ま れ る べ き 学 力 を 多 く の
論 者 が 提 示 し て き た（ 例 え ば ，片 桐 ，2004）。本 研 究 が 示 し た「 能 力 」「 資 質 」
の 評 価 項 目 と ， こ れ ま で に 提 示 さ れ て き た 算 数 科 で 育 ま れ る べ き 学 力 の 対 応
が 検 討 さ れ な け れ ば な ら な い 。  
 ま た ，特 に「 資 質 」に つ い て は ，主 に 他 教 科 と の 共 有 が 図 ら れ る べ き 項 目 が
示 さ れ た 。 そ の た め ， 他 教 科 で 育 ま れ る べ き 「 資 質 」 と の 対 応 が 求 め ら れ る 。 
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